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********* 

講演会のお知らせ 

ジャクリーヌ・シェニウー＝ジャンドロン 
CNRS 名誉主任研究員 

「つぶやきとしての声か、言葉のあり方としての声か： 

ある主体の構造について 

（ブルトン−フロイト−ヴァレリー）」 
 

2015 年 4 月 21 日（火）18 時－19 時 30 分 
東京大学 本郷キャンパス 

法文１号館３１７  
入場無料 予約不要 通訳なし 

 
・本講演は科学研究費補助金（基盤研究 C）に基づく研究「近代フランス文学における散文
の研究」の一環として開催されます。 
・シェニウー＝ジャンドロン先生の他の講演会： « Une dialectique de la forme et de 
l'informe peut-elle se constituer en Esthétique? – Dali, Masson, Ernst – » (4 月 24 日（金）18
時、早稲田大学戸山キャンパス 39 号館 6 階第 7 会議室) 
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